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1982年､東京都生まれ｡2010年『カケラ』
で脚本･監督デビュー｡
2011年初の長編小説『0.5ミリ』を上梓
2014年監督･脚本し映画化。
『0.5ミリ』の撮影を機に2014年､高知県へ
移住｡その後､監督･脚本した映画｢ウタモノ
ガタリCINEMAFIGHTERS project『ア
エイオウ』｣は2018年に公開｡
ミニシアター｢キネマM｣の代表や､表現集
団｢桃子塾｣塾長、子どもたちが笑顔の未来
を描く異業種チーム｢わっしょい!｣では､農
･食･教育･芸術などの体験を通し､全ての命
に優しい活動にも愛を注いでいる。

場 所

　映画撮影を機に高知に移住した映画監督「安藤桃

子」氏を迎え、ご講演いただきました。

　まず、フォーラムのために用意いただいた安藤氏が

どのような活動をしているのかを知ることができる

動画を、会場で視聴しました。

　動画によりキネマMでの活動を共有し、施設ができ

る過程から映画館としてだけでなく、様々なイベント

を開催したとお話をいただきました。そして、日本では

キネマ M のような小さな映画館は減少していますが、

安藤氏は必要だといいます。その理由として、大きな映

画館では観ることができない作品があり、その作品を

一つ一つ丁寧にセレクションして上映することができ

ることを挙げられ、現在は、ネット上で様々な作品が

観られるようになっていますが、映画館に足を運んで

生身で感じる体験は、忘れられないものになり、来場

した人たちの中に残っていくものであると語ってい

ただきました。

　また、映画や絵画といった芸術作品は、その作品に

芸術があるわけではなく、観る人によって感じ方は異

なるため、芸術は観る人の側にあるといいます。「自分

はそういう感性や、クリエイティブは苦手」という気

持ちがある子もいるかもしれないけれど、生まれてこ

こにいる限り、誰もが「感じる心」を持っていると、想

いを込めて語っていただきました。

　そして、会場で子どもたちにプレゼントしていただい

た「トゥルシーの種」を元にお話をいただきました。この

トゥルシーは、生命力が高く、育てる夏の時期に「倍に倍

に｣増えていくと。この生命力と広がりが自然界の摂理

で、それは私たちも同じなんだと語りかけました。友だち

がいて、これからもいろいろな人と出会い、一つのことの

きっかけで必ず次につながって発展していく。また、人は

一人では発展を生み出すことはできず、みんなつながっ

ており、そのことを常に忘れないでほしい。さらに、自分

の人生で今まで何をしてきたかという一つのきっかけが､

大きな出口につながるんだと語ってくださいました。

　最後に｢形にする｣ということをお伝えいただきまし

た。何か思ったら､まずは動かしてみる。そこから具現化

し､生まれて､展開が始まる。これが夢を叶えることに必

ずつながっていく行動であり､「わがままじゃなくて､自

分は何がしたいかな？に耳を澄ませて､これからも歩ん

でいってください｡」とメッセージをいただきました。

講師・安藤 桃子氏（映画監督）
でっかい夢！美しい願い！■講演テーマ

講　演
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アンケート集計結果アンケート集計結果

ディスカッション参加者

Q3. フォーラムに参加した感想をお聞かせ下さい。

●様々な意見が聞けて､これからの自分に役立てた 

　いことが見つかった｡

●自分の考えを発表することができて楽しかった｡

●たくさんの人と意見交流をすることができ､子ど

　も委員としてもっと活躍したいと思った｡

●同世代と自分の将来について､高知の未来につい

　て話せてよかった。

●グループの人達が､たくさんの意見を持っていて､

　自分にはないような考えも共有できてよかったです｡

●色々な意見を聴くことができてよかった。

●日頃関わる機会が無い他校の人と充実した話し合

　いをすることができ､非常に楽しかった｡自身の

　今後の活動に活かしていきたい。

●色々な人の意見を聞けて面白かった｡

●同じテーマで同世代の人たちと話ができて､すごく

　楽しかった｡

●自分にはない意見を聞いたり考えたりできて

　楽しかった｡

●司会緊張しました｡でもすごく楽しいフォーラム

　だった｡

●普段考えないようなことを考えることができた。

　勉強になった。

●グループワークでいろいろな人と話ができてよ

　かったです。

●初めは緊張したが､グループ内で会話が弾んで

　よかったです。

●最初はうまく話せるか不安で､緊張していたけど､

　大学生の方が優しく声をかけてくださったり､

　一緒のグループになった方たちも話しやすくて､

　打ち解けるのも早かった気がします。

●初めて会う他校の人と話すのは緊張したけど､自

　分の意見や考えを発言し､プレゼンテーションが

　できてよかった。

●自分で考える力が身についた｡

●他の人と関わりを持ちながら活動ができ､充実

　していました。

●いろいろな人の意見や将来像を知ることができ､

　それに対する思いを聞くことができた。

１以前から知っていた

２フォーラムに参加（応募）
　する際に知った

３今日、はじめて知った

27%

37%

36%

Q1. あなたは「高知県子ども条例」を知っていましたか？

１はい

２いいえ

３未記入

0%0%

100%

Q4. フォーラムの中で、自分の意見を言えましたか？

1 同世代の人と話ができるから

2 講演に興味があった

3 先生の勧め

4 友だちの勧め

5 家族の勧め

6 今年はコロナでイベントが
少なかったから
7 その他

32%

17%18%

15%

3% 9%
6%

Q2. フォーラムに参加した動機を教えてください。
       （複数回答可）

Q5. 同世代の人や、専門家の話、ファシリテーターの話を聞いてどう思いましたか？

●皆がわかりやすいように、意見をまとめていて分かりやすかった。

●納得することが、とてもあった。

●ファシリテーターの人は、社会の先輩であるため、社会での経験を教えてくれ、専門家や同世代の人と話す

　ことで、感受性が育めた。

●それぞれが意見を持っていて、新しい視野から物事をみることができました。

●自分にできることから始めていけば、より良い地球になると思えました。

●自分には無い視点で面白かった。

●個人個人夢は違えど、目の前の事に努力することの重要性を再確認した。

●自分と同じ意見や真反対の考えの人もいて、考えさせられることがあって経験してよかったです。

●参考になった。

●色々な情報をもらったり、専門家目線の意見をもらえたので、自分の将来に役立ちそうです。

●面白い話がきけて良かった。

●SDGs について、改めて考えて、とても良い経験だった。

●参考になった。もう少し話をしたかった。

●色々知っているなと思った。

●SDGs が意外と難しい。

●自分と違った意見が多く聞けた。

●みんなしっかりしている。すごい。自分もしっかり者になりたい。

●自分の知らないことを知っていたり、知識が多い分、ためになる話がきけてよかったです。

●自分とは違う意見を聞いて、自分の価値観が上がりました。

●とても良い経験になった。

●自分がもっていない視点からの話を聞くことができて、新たな気づきがあり面白かった。

●自分にはまだ見えていないことが多くあると気がつくことができた。
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アンケート集計結果

Q6. 事前に想像していたフォーラムと実際のフォーラムのイメージは違っていましたか？

※「2. 想像と違っていた」場合、
　　　　どのような点が違っていましたか？
●人数

●もっと堅い感じかと思っていた。

●そこまで堅苦しくなかった。

Q7. 次回も「こうち子ども未来フォーラム」に参加したいですか？

●今と同じでいいと思う。

●身近な話題。

●将来の夢について。

●最近の若者は大人が言うように｢質が低い｣のか。

●大人になったらしてみたいこと。

●自分の身の回りについて。

●将来のことややりたいこと。

●今の自分に大切なもの

●高知県の未来

●SDGsについて､海や陸のことは身近じゃなくて､

　少し難しいテーマだと感じました。

●具体的な社会政策を思案する。

●今SNSの時代なので､SNS上で活躍している人の話を

　聞いてみたい。

●もっと楽にディスカッションしたい｡

　テーマというより､場全体が堅いように感じる。

アンケート集計結果

１以前から知っていた

２フォーラムのチラシ等で知った

３今日、はじめて知った

Q1. あなたは「高知県子ども条例」を知っていましたか？

33%
17%

Q1. あなたは「高知県子ども条例」を知っていましたか？

①以前から知っていた

②フォーラムのチラシ等で知った

③今日、はじめて知った

合　計

4

6

2

12 50%

ファシリテーター・専門家

Q1. 子どもたちの意見（発表）を聞かれてどう思いましたか？

●自分の高校時代より、はるかに意識が高く驚いた。

●将来像や社会の課題に対する自分の意見をしっかりと持ち、それに必要な行動を起こせていてすごい。

●自分が中高生の時に感じていなかった、様々な意見を持っていてすごいと感じました。

●いろいろな意見があって面白かった。

●自分にはなかった発想や視点が多く、興味深かった。

●意見がたくさん出て、高校生らしさのあるフォーラムでした。

●みんなそれぞれ内に秘めている夢・想い・考えをもっており、それをグループ内で交流することで磨き

　がかかって様々な経験・行動に移っていくのだと思いました。

●人のために何ができるかをしっかり考えている方が多く、驚きました。

●しっかりして、自分たちの時代とは違うなと思いました。人の為に頑張れる、人の為に尽くす、日本の

　ことを考え、行動する若者を応援したいと思いました。

●みんなよく勉強していると思う。ユニークな発想をする子がいるのに、まとめるときれいにまとまって

　いたのが残念。ユニークをもっと伸ばしていってほしい。

●素晴らしいが、うまくまとめすぎ？現場につなげていける工夫。

●「支え合いの力」という、他グループより少し幅広いテーマで意見だしに悩むこともあったと思いますが、

　皆さんそれぞれ意識している社会テーマが異なっていたり、LGBT の問題や貧困世帯のことなど、かなり

　難しい社会問題にまで一人ひとりが目を向けていることが大変すばらしいと思いました。

※どのような内容なら参加しやすい（参加したい）ですか？

１想像していたとおり

２想像と違っていた

82%

18%

１はい

２いいえ

３未記入

91%

9%
0%

2人

20人

6人

4人

2人

18人

4人

22 23


